
入
社
後
技
術
部
門
に
い
た
が
、
突
然
秘
書
室
へ

異
動
。
そ
の
三
年
目
、
ド
イ
ツ
の
電
球
メ
ー
カ
ー

の
買
収
交
渉
を
担
当
し
、
約
一
年
の
紆
余
曲
折
を

経
て
１
９
９
０
年
秋
、
調
印
に
こ
ぎ
着
け
た
。
一

カ
月
後
、
牛
尾
会
長
か
ら
「
じ
ゃ
あ
君
、
行
っ
て

来
い
」
と
言
わ
れ
、
社
員
約
三
百
人
の
中
に
日
本

人
た
だ
一
人
、
ド
イ
ツ
語
も
出
来
ぬ
ま
ま
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
に
赴
任
し
た
。

湾
岸
戦
争
の
影
響
で
出
国
禁
止
令
が
出
た
た

め
、
日
本
か
ら
の
出
張
者
が
誰
も
来
な
い
一
年
が

過
ぎ
た
頃
、
主
力
商
品
の
売
れ
行
き
が
急
激
に
悪

化
。
さ
ら
に
、
社
運
を
賭
け
た
生
産
自
動
機
の
完

成
が
遅
れ
て
、
着
任
二
年
目
は
大
赤
字
に
な
っ

た
。
こ
の
時
、
読
め
も
し
な
い
ド
イ
ツ
語
の
「
倒

産
処
理
」
の
本
を
買
い
、
退
職
後
の
身
の
振
り
方

に
頭
を
巡
ら
せ
た
。
た
だ
、
本
社
か
ら
二
度
に
わ

た
っ
て
自
動
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
止
勧
告
が
来

た
が
、
何
と
か
説
得
し
て
、
や
り
続
け
た
。

三
年
目
に
な
っ
て
よ
う
や
く
自
動
機
が
完
成

し
、
職
場
再
編
も
終
え
た
。
並
行
し
て
進
め
て
い

た
新
製
品
の
大
口
販
売
契
約
も
ま
と
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
、
帰
任
命
令
。
も
う
一
年
い
れ
ば
黒
字
決
算

が
見
ら
れ
る
の
に
と
未
練
も
あ
っ
た
が
、
一
定
の

達
成
感
を
抱
い
て
帰
国
し
た
。
代
表
幹
事
秘
書
役

と
し
て
経
済
同
友
会
に
出
向
す
る
二
年
前
の
こ
と

だ
。
幸
い
買
収
前
以
来
の
累
積
赤
字
は
、
後
任
社

長
以
下
の
努
力
で
先
ご
ろ
解
消
し
た
し
、
件
の
自

動
機
は
今
も
健
在
で
良
く
働
い
て
い
る
。

私
は
こ
の
駐
在
勤
務
を
通
し
て
、
経
営
全
般
に

わ
た
る
幅
広
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
趣

味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
バ
イ
エ
ル
ン
の
窓
辺
を
飾

る
花
々
に
感
動
し
て
始
め
た
し
、
帰
国
三
年
後
に

建
て
た
自
宅
に
地
下
室
や
全
館
集
中
空
調
を
設
け

た
の
は
、
当
地
で
快
適
さ
を
実
感
し
た
か
ら
。

「
駐
在
中
に
一
生
分
の
欧
州
旅
行
を
し
よ
う
」
と
、

年
に
何
度
か
の
長
期
休
暇
に
せ
っ
せ
と
旅
行
し
た

せ
い
か
、
家
族
の
絆
が
強
ま
っ
た
。
家
内
は
今
も

続
く
親
し
い
友
人
を
得
た
し
、
子
供
達
の
そ
の
後

の
進
路
は
、
こ
の
間
に
身
に
付
け
た
語
学
と
国
際

性
で
豊
か
に
な
っ
た
。
三
年
半
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
暮

ら
し
は
、
実
に
多
く
の
も
の
を
一
家
に
与
え
て
く

れ
た
。
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